
たくさんの緑と花がお待ちします

市制施行60 周年記念

緑と花のフェスティバル

(財)まつど街と水辺の緑化基金の賛助会員を募集

まつど街と水辺の緑化基金は、広く市民の参加

を得て、緑豊かな潤いのある住みよいまちづくり

の推進を目的にさまざまな活動をしています。

個人会員………年会費一口1,000 円

法人団体会員…年会費一口10,000 円

基金の主な活動内容

・ 市内の緑と花いっぱい運動の推進

■緑化愛護団体への支援

■街と水辺の花づくりコンクール

■野鳥の写真コンクール

市の癇｢ ふくろう｣

まつど街と水辺の緑化基金の

キャラクター

※当日会場で会員の募集をしています。ご入会をお待ちしています。

固財まつど街と水辺の緑化基金Q345-9846

みどりの日チャリティーテニス大会（豺まつど街と水辺の緑化基

金後援）

私たちの日常生活の中にあるみどりや川との深いかかわりを見つめ

ようと、毎年4月29日に、松戸テニスクラブ（上矢切1620) で「みど

りの日チャリティーテニス大会」が行われます。

今年も「緑を育て　ふやそう」を大会テーマとして開催されます。

※参加募集は締め切りました。

圖松戸テニスクラブO362-3047

生活カタログは、毎年、市内転入者および希望者

向け（約2 万世帯）に配布しており 、各家庭で利用

されています。宣伝効果が期待できますので、ぜひ

ご活用ください。

掲 載 位 置 な ど 規格（縦× 横） 掲載料

巻末 の指定 ペ

ージ

〔2 色(黒・青) 〕

1号 全面 2ﾜOmm  x 1ﾜ4mn 10 万円

2号 1/2 面 131  mm x 1ﾜ4mm 5万 円

3号 1/4 面 131mnx8 ∠冶m 2万5 千円

掲載できないもの…・生活カタログの公共性を損な

う恐れのあるもの・「風俗営業等の規則及び業務の

適性化等に関する法律（昭和23 年法律第122 号）に

掲げる営業に該当するもの・政治・宗教活動にかか

おる意見広告囗 固人宣伝・公の秩序または善良な風

俗に反する恐れのあるもの・その他、生活力夕囗グ

ヘの掲載が妥当でないもの

掲載の決定…内容審査の上、掲載の可否を通知しま

す。掲載決定の場合は 、申込者の負担で版下原稿を

作成していただきます。

申込方法…4月25 日窗までに、広報課（市役所新館

5階）にある所定の用紙に広告原稿を添えてお申し

込みください。

圖広報課:≫366  ―ﾜ320

日時4月29日(祝)午前9時30分～午後3時〔雨天決行〕

会場21世紀の森と広場(つどいの広場)

4月29 日はみどりの日。自然に親しむとともに、その恩恵に感謝し、

豊かな心を育む日です。

新緑に囲まれた花畑の広がる21 世紀の森と広場を会場に、緑と花に

触れるさまざまなイベントを用意し、皆さんをお待ちしています。

ぜひご来場ください。

固緑と花のフェスティバル実行委員会事務局（斜まつど街と水辺の緑化

基金内) Q345 ―9846

●植木、草花の販売

●植木仕立て、剪定の実演

●垣根づくりの実演

●鋏の製作実演( 刃物研ぎ)

●盆栽の展示・販売 鳥 の巣箱製作

●野だて

●野菜の販売

●植物を使った草花遊び

●鳥の巣箱製作

●各種ゲーム、各種模擬店

●和太鼓演奏ほか

フ ェ ステ ィ バル 会 場 案 内

■新京成八柱駅またはJR 武蔵野線新八柱

駅下車徒歩15 分（さくら通り⇒さくら槁

アンダーパス⇒公園中央口）

・ 八柱駅南口から新京成バス小金原行き

で「公園中央口」下車

■JR 常磐線馬橇駅東口から新京成バス常

盤平駅行き「水砂」下車徒歩10 分

お願い

駐車場（有料500 円）はありますが、会

場周辺道路の混雑が予想されますので、

できるだけ電車・バスをご利用ください。

※ごみはお持ち帰りください。

市立博物館講演会 歴史を語る

①｢ 水田の民俗文化誌～ かつ て水田で魚

や鳥 を取 ってい たころの話｣

5月５日脚午後IE持30 分～3 ㈲　内容魚や水

鳥の住み家ともなっていた力ヽつでの水田で漁

労・狩猟をしていた人間の知恵と技術を紹介

しながら、その民俗文化的な意味について考

える　講師国立歴史民俗博物館助教授・安室

知氏　会場講堂　定員80 人(抽選) 費用無料

②｢ 縄文集落 の実態～松戸市下水( げす)

遺跡の調査成果 から｣

5 月18 日(日許 後1時30 分～3 時 内容縄文時

代後期にあらわれる大型の住居や深い土坑の

意味について、アメリカも含めた各地の事例

から考える　 講師国立歴史民俗博物館助教授

・設楽博己氏　会場講堂　定員80 人(抽選)

費用無料

圃4 月25 日廁[必着]までに、往復ハガ牛に住

所・氏名・電話番号と希望講演名を記入して

(両日記入可)、〒270-2252　 松戸市千駄堀

6｢71　市立博物館｢ 歴史を語る｣ 係(S384

－8272) へ

を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た

＝
写
真
＝
。

藤
岡
保
子
（
一
八
八

三
～
一
九
六
六
）
は
、

現
代
か
な
書
の
最
高
峰

と
称
賛
さ
れ
た
書
家

で
、
皇
后
陛
下
に
書
を

ご
進
講
し
た
経
歴
が
あ

り
ま
す
。

皇
后
陛
下
は
戸
定
邸

の
ご
見
学
も
含
め
て
一

時
間
ほ
ど
滞
在
さ
れ
ま

し
た
。

３
月
3
1日
囲
、
皇
后
陛
下
は
戸
定
歴
史
館
を
訪
問
さ

れ
、
企
画
展
「
現
代
か
な
書
の
最
高
峰
　
藤
岡
保
子
展
」

｢ 現代 かな書の最高峰　 藤岡保子展｣ の 会 期を 延長

5月５日竕 まで、戸定歴史館展示室で藤岡保子展を開催し

ています。

圜戸定歴史館Q362-2050

イベント 内容

２００３

皇
后
陛
下
が
戸
定
歴
史
館
を

訪
問
さ
れ
ま
し
た

◆生活カタログ(市民便利帳)に
広告を掲載しませんか◆



地域ニュース
本庁発

新松戸発

松
戸
市
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

レ
ス
リ
ン

グ
大
会
で
大
健
闘

街角オリエンテーリング

階級別で優勝し、市を表敬訪問した選手の皆

さん( 左から進藤駿斗さん､ 安田友貴さん、鈴

木美織さん、中井伸一さん、柏木健太さん)

住
み
慣
れ
た
街
を
再
発
見

２
月
2
3日
、
群
馬
県
館
林
市
城
沼
総

合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
十
一
回
関
東

甲
信
越
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
で
、
松

戸
市
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に

所
属
す
る
選
手
五
人
が
、
見
事
階
級
別

で
優
勝
し
ま
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
た
こ

の
大
会
に
は
、
松
戸
市
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス

リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
か
ら
二
十
一
人
の
選
手

が
出
場
し
、
優
勝
し
た
選
手
以
外
も
上

位
入
賞
す
る
な
ど
大
活
躍
で
し
た
。

今
回
参
加
し
た
選
手
の
今
後
の
活
躍

が
楽
し
み
で
す
。

3 月16 日、新松戸町会連合会主催の 囗圭丿角オリエン

テーリング」力゙行われました。

時間を竸うのではな＜、タウンウォッチングを楽し

んでもらおうというもので、今年で10 回目。

一般コース（4气）・健脚コース（ひ。）匚分かれ新

松戸中央公園を出発した350 人の参力［］者は、暖かい日

差しの中 、互いに地図を見ながら、決められたチェッ

クポイントを探していました。

常盤平発

「
さ
く
ら
通
り
」
を
残
し

た
い

さ
く
ら
の
木
の
植
樹
式

３

月
1
9
囗

、「
日

本

の

道

百

選

」
に

選

ば

れ

て

い

る

常

盤

平

の

さ

く

ら

通

り

で

「
さ

く

ら

植

樹

式

」

が
行

わ

れ
ま

し

た

。

植

樹

式

に

は

常

盤

平

団

地

自

治

会

の

皆

さ

ん
と

常

盤

平

第

一
小

学

校

、

常

盤

平

第

三

小

学

校

の

児

童

が

参

加

し

ま

し

本庁発

戸定の藤まつり

一 本一 本丁 寧 に植 樹し まし た

歴史的な文化遺産と緑豊かな景勝の地が

一体とな っている戸定か丘歴史公園内に、

藤の犬鉢植を50 鉢ほど展示し 、来園者の皆

さんに藤の花の香りと美しさを満喫してい

ただ＜企画です。

ご家族連れでお出かけください。

固戸定歴史館c362-2050

期日4月25日(金)～

5月8日(木)(ただし､4 月28 日(月)･5月

6日(火)は、休園)

た

。約
三

い

の
さ
く

ら
通
り

に
は
、
ソ

メ

イ

ヨ
シ
ノ
な
ど
約
六
万日
本

の
桜

の
木

が

あ
り

ま
す

が
、
既
に
樹
齢

が
四

十
年
以

上

を
経
過
し
て
お
り
、
老
化

や
病
気
に

よ
っ
て
樹
勢
の
衰
え

て

い
る
木

が
多

い

こ
と

が
、
市
で
実
施
し

た
樹
木

診
断

の

結
果
で
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

こ

の
結
果
を
受

け
て
市

で
は
、
順
次

さ
く
ら

の
植
替
え
を
行

っ
て
き
ま
し
た

。

地

兀
で
も
桜
の
存
続
を
願
う
活

動

が
活

発

に
な
り
、
昨
年
の

「
常
盤
平
さ
く

ら

ま
っ
り
」
で

『
さ
く
ら

保
全

暴
金
』

を

行

い
、
二
十
万

円
の
募

金
が
市
に
寄
付

さ
れ
ま
し

た
。
今
回
植
え

た
桜

の
若
木

は
、
こ
の
寄
付
金
に

よ
っ
て
購
入

さ
れ

た
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
年
も
３
月
2
9日

・
3
0日

の

「
常
盤
平

さ
く
ら
ま

っ
り

」
で
募
金
活

動

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

［

］
社

交

ダ

ン

ス

ー
ス

テ

ッ

プ

剄一

毎
週
土
曜
日

①
午
後
５

時
～

７
時
②

午
後
７
時
～
９

時

会
場
勤
労
会
館

内

容

①
初
心
者

②
中
級
者

の
社

交

ダ
ン

ス
講
習
　

春
用

月

①
千
円

（
入

会
金
な

し

）
②
二
千
五
百
円

（
入
会
金
千
円

）

圈
田
口

合
0
9
0
・
４
６
０

３
・
９

０
０
＆

［

］
明

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル

毎
月
第

∇

ご
丁

四
火

曜
日

午
後

１

時
～

３
時
　

会

場
明
市

民
セ
ン

タ
ー

内

容

ペ
ン

ー
ボ
ー
ル

ペ
ン

‘
筆

ペ
ン

の

学
習
　

費
用
月
二

千
五
百
円

（
入
会

金

千
円

）

固
関
口

容
3
6
3
・
2
5
8
4

【
】
太

極

拳

金

曜

会

毎
週
金

曜
日

午
後

７
時
～
９

時
　

会

場
稔
台
市
民

セ
ン

タ
ー
　

費
用
月
三
千

円

（
入
会
金
千
円

）

※
初
心
者

歓
迎

國
山
崎

合
3
8
7
・
8
2
9
2

［
］
土

曜

ス

ケ

ッ

チ

会

毎
月
第

∇

二

こ
二
土
曜
日

午
前

９

時
～
正

午

会
場
稔
台
市

民
セ

ン
タ
ー

内
容
淡
彩
ま
た

は
水

彩
画

の
ス
ケ
ッ
チ

苣

啣

月
五
千
円

（
入

会
金
三
千
円

）

匝
志

村

＆
3
8
7
・
5
8
2
3

口

松

戸

囲

碁

サ

ー

ク

ル

毎
週

金
曜
日
午
後
５

時
～
９

時
　

会

場

市
民
会
館
　

対
象
五

級
程
度
以
上

の

人
　

定
員
先
着
十
人
　

費
用
年

一
万

二

千
円

（
入
会

金
千
五
百
円

）

固
松

本

登
3
4
3
・
5
4
9
1

［
］
ふ

れ

あ

い
社

交

ダ
ン

ス

サ

ー

ク
ル

毎

週
日

曜
日
午
後

６
時
～
９

時
　

会

場
新
松

戸
市
民

セ
ン
タ

ー
　
内

容
男
女

プ
ロ
講
師
に
よ

る
レ
ッ
ス

ン
　

費
用
月

三
千
円

（
入

会
金
千
円

）

圖
西

合
3
4
4
・
5
6
9
1

（
夜
間

の
み
）

Ｄ

Ｎ

Ｐ
ｏ

法

人

国

際

ス

ポ

ー
ツ

ア

カ

デ
ミ

ー

居

合

道

部

会

北

松

戸

支

部

毎

週
水

曜
日

午
後
７
時
～
９

時

会

場

寒
風
台

小
学

校
体
育
館
　

費
用
月
五

千
円

（
入

会
金
な
し

）

※
見

学
で
き
ま
す

。

圖
久
保
田

合
0
9
0
・
５
４
３
３

・
５
２
４

［
］
明

あ

す

な

ろ

太

極

拳

ク

ラ

ブ

①
隹
適

日
曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

②

毎

週
水

・
金
曜

日
午
前
1
1
1
1

一
時
～

午
後
１

時

③

毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
～
９
時

会

場
①
明
市
民

セ
ン

タ
ー
②

柿
ノ
木
台

公

園
体

育
館

③

八
柱
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
三
千
円
（
入
会

全

一
千
円
）

固
北
原

登
3
6
3
・
9
8
7
7

［
］
笹

俳

句

会

毎
月
第

一
日

曜
日
正
午
～

午
後
５
時

会
場

市
民
会
館
　

内

容
有
季

定
型
を
守

ひ

自
由
に
作

る
　

眥

轡

月
七
百
円

（
入

会

金
な
し
）

※
初
心
者
歓
迎

圖
村

上

豊
一
四一
・
1
7
0
8

【
】
松

戸

空

手

道

ク

ラ

ブ

毎
週
水

・
土

・
日
曜
日

午
後
７
時
～

９
時
　

会

場
松

戸
運
動
公

園
お
よ

び
柿

ノ
木
台
公

園
体
育
館
　

内
容
空
手
道
技

術
の
取
得

お
よ

び
借
力

を
取

り
入
れ

た

声
道
に

よ
る
自
己

変
革
法

対
象

少
年

部

・
一
般
部

・
壮
年

部

定
員
先
着
三

十
五
人
　

費
用
月
六
千
円

（
入
会
金
五

千
円
）

圜
松
尾

容
3
6
7
・
8
3
0
0

［
］
ベ

ル

カ

ン

ト

合

唱

団

（
女

声

）

毎

週
水

曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

会

場
大
和
証

券
松
戸
支

店
　

費
用
月
四
千

円

（
入
会

金
千
円
）

固
久

保
田

豊
3
6
9
・
0
4
8
7

【
】
松

戸

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

タ

ン

ゴ

ダ

ン

ス

の

会

毎
月

第

∇

三

土
曜
日
午
後

１
時
～

５
時
　

会
場

女
性
セ

ン
タ

ー
ゆ
う
ま

っ

ど
　

費
用

一
回
二
千
円
（
入
会
金

な
し

）

※
初

・
中

級
者

、
男

性
歓
迎

固
田

村

登
0
9
0
・
１
０
３
５

・
1
5
3
4

「
」
ゆ

り

の

木

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎

週
火
曜
日

午
後
２
時
～
４

時

会

場

稔
台
市

民
セ

ン
タ

ー
　
内
容

プ
ロ
講

師

が
指
導
　

対

象
初
級
者
　

費
用
月

三

千
円

（
入
会
金
千
円

）

固
吉
田

豊
3
8
5
・
7
1
8
0

【
】
大

正

琴

ユ

ー

カ

リ

の

会

毎

週
木
曜
日

午
後
１
時
～
４

時
　

会

場

新
松
戸
市
民

セ
ン

タ
ー
　
内

容
二

人

の
師

範
の
指
導

の
も
と
個
人
レ

ッ
ス
ン

と
合
同
演
奏
　

蓄
用

月
三
千

五
百
円

父

会
金

な
し
）

固
玉

木

豊
3
4
5
・
7
7
1
0

［
］
松

戸

邦

楽

会

毎
週

金
曜
日
午
後

１
時
～
７
時

会

場
会
員

宅

（
松
戸
新
田

）
　

内
容
日

本

舞
踊

・
新
舞
踊
　

費
用
月

二
千
円

（
入

会
金

な
し

）

圖
藤
間

公
3
6
2
・
8
7
0
2

「
」
吼

山

流

詩

吟

道

松

戸

支

部

毎

週
月

曜
日
午
後

２
時
～
５

時
　

会

場
明
市

民
セ
ン

タ
ー
　

内
容
詩
吟

・
和

歌

・
俳

句

・

絶
句
　

費

用

月

二

千
円

（
入
会

金
な
し
）

固
大
津

登
3
6
2
・
6
8
8
1

（
夜
間

の
み
）

口

舞

フ

ラ

イ

デ

ー

毎
週
金
曜
日

午
後

７
時
～
９

時

会

場
明

市
民
セ
ン

タ
ー
他
　

内

容
プ
ロ
競

技
会

で
活
躍
し

た
若

手
の
講

師
に
よ

る

社
交

ダ
ン
ス
　

対
象

多
少
踊

れ
る
人

春
爾
肖

三
千
円

（
入
会
金
千
円

）

圖
大
森

公
3
6
1
・
0
9
7
0

【
】
松

戸

ホ

ビ

ー

サ

ー

ク

ル

毎
週
金
曜
日

午
前
1
0時
～
正

午

会

場
女

性
セ
ン

タ
１

ゆ
‘つ
ま

つ
ど
　

内
容

洋
裁

・
製
図

・

ダ
ン
ス
他
　

費
用
年
千

円

（
入
会
金
な
し
）

固
加

藤

雲
3
6
2
・
7
4
0
3

［
］
文

書

サ

ー

ク

ル

あ

す

な

ろ

毎
月
第
三
木

曜
口

午
後

６
時
～
９

時

会
場
女
性
セ
ン

タ
ー

ゆ
う

ま
つ
ど
　

内

容
文
章
を
書
き

な
が
ら
学

び
相

互
助
言

の
後
講
師

の
講
評
を
受
け

る
　

費
用
月

五
百
円

（
入
会

金
千
円

）

固
富

山

容
3
6
2
・
3
4
2
0

［
］
横

笛

研

究

会

毎
月
第

一
日

曜
日
午
前

９
時
～
正

午

会
場
明
市
民

セ
ン
タ

ー
他
　

内
容
し

の

ぶ
え

・
竜
笛

・
能
管
な

ど
の
製
作
と

演

奏
　

費
用
廾
千
円

（
入
会

金
な
し
）

圜
山
田
a
3
6
3・
7
8
0
0

［
］
六

十

歳

か

ら

の

英

会

話

毎
週
木
曜
日

午
前
1
0時
～
午
後
１

時

会
場
勤
労
会
館

、
市
民

劇
場
　

費
用

月

三
千
円

（
入
会

金
五
百
円
）

固
Ｐ

Ａ
Ｌ
サ

ー
ク
ル

・
山
崎

登
誣
・
８

「
」
松

韻

句

会

（
俳

句

）

毎
月

第
三

土
曜
日
午

後
１
時
～

５
時

会
場

新
松
戸
市

民
セ

ン
タ

ー
他
　

講
師

磯
貝
碧

蹄
館
　

費
用
月
千

五
百
円

（
入

会
金
な
し

）

固
伊
藤

昔
3
9
2
・
5
1
7
7

会

員

募

集

身近な情報をお寄せください。

新松戸町会連合会

戸
定
か
丘
歴
史
公
園



矢切発新松戸発

三村新町町会

柿
ノ
木
台
小
学
校

思
い
出
の
柿
の
木
山
を
守
れ
！

たくさんの思い出がある柿の木山を修復する児童たち

二
十
年
前
に
作
ら
れ
た
柿
ノ
木
台
小

学
校
の
シ
ン
ボ
ル
「
柿
の
木
山
」
は
、

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
土
砂
が
流
失
し
て
い
ま
し
た
。

入
学
以
来
六
年
間
、
遊
び
親
し
ん
だ

柿
の
木
山
の
崩
壊
が
こ
れ
以
上
進
ま
な

い
よ
う
に
と
、
２
月
2
5日
、
卒
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
作
業
の
時
間
に
、
六
年
生
の

男
子
児
童
八
十
一
人
が
百
三
十
袋
の
土

の
う
袋
に
土
を
詰
め
、
柿
の
木
山
に
運

び
上
げ
、
き
れ
い
に
並
べ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
ト
ン
ネ
ル
に
詰
ま
っ

て
い
た
土
砂
を
掘
り
出
し
た
り
、
小
さ

く
て
危
険
な
ト
ン
ネ
ル
を
埋
め
る
作
業

も
行
い
、
下
級
生
の
安
全
の
た
め
、
一

生
懸
命
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

千葉県西部防災センターで防災研修

「
介

護

保

険

・
松

戸

市

民

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

」
は
、「
誰

も

が
人

間

ら

し

く

老

い
、

充

分

な

介

護

を

受

け

ら

れ

る

ま

ち

づ
く

3 月16 日、三村新町町会の防災研ｲ彦会が

千葉県西部防災センターで行われました。

この研ｲ彦会は､「自分だもの街は自分たち

で守る」を合言葉に三村新町町会で毎年実

施しているものです。

参加した45 人の皆さんは､ 地震体験、応

急救護訓練などに真剣な表情で取り組んで

いました。

り
」
を
目

指
し

て
活
動
し

て

い
ま
す

。

こ

の
た
び
、
市
内

七
ヵ
所

の
特
別

養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
訪
問
調
査
を
実
施
し
、

利
用
者

が
介
護
施
設

を
選
ぶ
と
き

の
参

考
に

な
る
よ
う

に
と
、「
よ
口

良

い
選
択

の
た

め
に

」
と

い
う
冊

子
を
作
成

し
ま

し
た
＝
写

真
＝

。

こ

の
冊

子
は
、
一

部
五
百
円

で
頒

布

し
て

い
ま

す
。

圈
田

中

昔
捌
・
3
7
6
8

矢切発

矢切周辺の観光スポットを
本庁発

今年も無料巡回バスが運行します
6 月8日までの日曜日・祝

日に北総線矢切駅から無料

巡回バスが運行され、周辺

の名所を案内しています。

この無料巡回バスは、荒

井雅史さん（下矢切で書店

を経営）が中心となり、『司

地を訪れる人たちに「野菊

の墓文学碑」などの観光ス

ポットをはじめ失切の街を

知ってもらおうと 、昨年か

ら始めました。

この巡回バスの運行にあ

春
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

観 光ガ イド をつ と める 小川 知恵さ ん

たっては 、ボランティアで谷由－さんが運転を、小川知恵さんが観光ガイ

ドを行っています。

運行時間( 約40 分) …午前10 時から1時間おきに6 便( 午後IE持からを除く)

コース…矢切駅～里見公園～矢切の渡し～パスファーム～野菊の墓文学碑

～大川原ハープ園～矢切駅

聽荒井■≪362 一7400

レ
ン
ゲ
祭
り

市
民
に
親
し
ま
れ
、
市
の
シ
ン
ボ
ル

で
も
あ
る
江
戸
川
で
レ
ン
グ
祭
り
を
行

い
ま
す
。
レ
ン
グ
畑
は
、
秋
に
フ
ラ
ワ

ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
町
会
の
皆
さ
ん
が

種
を
ま
い
て
育
て
て
き
ま
し
た
。

レ
ン
グ
畑
で
、
ひ
ば
り
の
さ
え
ず
り

を
聞
き
な
が
ら
、
心
和
む
春
の
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
家
族
そ昨年のレング祭り

ろ

っ
て

の

ご
参

加

を

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。

日

時

…

４

月
1
9
日

出

午

前
1
0
時

～

午

後

２

時

〔
雨

天

の

場

合

は
2
0
日

凹

会

場

…
江

戸
川

河

川

敷

（
左

図

参

照

）

内

容

…
江

戸

川

の
魚

展

、

花

あ

て

ク
イ

ズ

、

各

種

模

擬

店

他

回

江

尸
川

松
戸

フ

ラ

ワ

ー
ラ

イ

ン

実
行

委

員

会
事

務
局
（
河

川

清

流

課

内

）
昔
3
6
6

案内図

［
］
フ

ァ

ミ

リ

ー

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

、

ラ

ー

ジ

ボ

ー

ル

卓

球

教

室

４

月
2
0
日

㈲

午

前

９

時

～

正

午

会

場

新

松

戸

西

小

学

校

体

育

館
　

費

吊

日

円

（
保

険

料

）

圃

当

日

会

場

で

圜

体

育
指

導

委
具

・
加

藤

昔
ｍ

・
９

８

「
」
グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

教

室

４

月
2
0
日

㈲

午

前

９

時

～

正

午
　

会

場

新
松

戸

西

小

学

校
　

費

用

百

円

（
保

険

料

）

匣

当

日

会

場

で

圜

体

育

指

導

委

員

・
加

藤

昔
3
4
3・
９

８

［
］
人

生

の

途

中

で

耳

が

不

自

由

に

な

っ

た

人

の

集

い

～

い

ろ

ん

な

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

手

段

を

覚

え

ま

し

ょ

う

～

４

月
2
5
日

窗

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時

3
0分
　

会

場

健

康

福

祉

会

館

ス

れ

あ

い
2
2
）
　

内

容

読

話

の
学

習
　

費

用

無

料や
ｏ

Ｈ

Ｐ

・
手

話

・

筆

談

付

き

固

千

葉

県

中

途

失

聴

者
難

聴

者

協

会

東

葛

北

支

部

松

戸

地

区

会

・
岡

野
e
1
1
3
4
7

［
］
マ

ザ

ー

グ

ー

ス

と

英

語

絵

本

の

集

い４

月
2
6
日

、

５

月
1
0
日

・
3
1
日

の
土

曜

日

午

前
1
0
時
3
0
分

～

い１１一
時
3
0
分
　

会

場

馬

橋
市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

英

語

絵

本

の

読

み

き

か
せ

と

英

語

の

歌

あ

そ

び

対

象

小

学

校

低

学
年

ま

た

は
幼

児

と

そ

の
保

護

者

定

員
先

着

十

五

組
　

費

用

一
回

親
子

で

五

百

円

圜

㈱

ラ

ボ
国

際

交

流

セ

ン

タ

ー

松

戸

地

域

研

究

会

事

務

局

公
０

１

２

０

・
８

０

［
］
山

野

草

春

の

展

示

会

４

月
2
9
日

聡
午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

会

場

常
盤

平

会
館

（
常

盤
平

体

育

館

隣

）

蓉
乕

無

料

※
苗

木

の
即

売

あ

り

固

と

き

わ

草

遊

会

・
嵯

峨

昔
3
8
7・

６

７

【
】
登

山

中

級

・

花

と

展

望

の

尾

根

歩

き

二

十

六

夜

山

４

月
2
6
日

出

午

前

６

時

新

松

戸

慰

開

集

合

（
午

後

８

時
3
0
分

解

散

予

疋
）

会

場

都

留

市

（
山

梨

県

）
　

内

容

山

梨

県

の

標

高

一
四

九

〇

片

の
山

を

は

じ

め

い
く

っ

か

の
峰

の

展

望

の
よ

い

尾

根

を

約

五

時

問

か

け

て

縦

走

す

る
　

対

象

六

十

歳

未

満

の
人
　

定

員

先

着
二

十

五

人

費

用

四

千

九

百

円

（
貸

切

バ

ス
代

・
保

険

料

を

含

む

）

圃

電

話

で

山

遊

塾

・
永

Ⅲ

登
0
9
0・
８

８

０

３

・
8
3
4
6

へ

【
】
中

高

年

者

大

集

合

～

生

き

方

探

し

の

講

演

会

と

懇

談

会

～

４

月
2
5
日

窗

午

後

２

時

～

５

時

会

場
ま

つ

ど

市

民

活

動

サ

ポ

ー
ト

セ

ン

タ

ー
　

内

容

ま

ち

づ

く

り

等

の

テ

ー

マ
別

グ

ル

ー

プ
で

Ｎ

Ｐ

Ｏ

活

動

を
行

い
、

自

分

の

力

を

地

域

の

活

性

化

に

生

か

し

て

い
く

こ

と

で

自

分

の

生

き

が

い

を
見

出

す
　

費

用

無

料

ｍ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

人

材

パ

ワ

ー

ア

ッ

プ
セ

ン

タ

ー

・
岩

橋

容

脚
3
6
4・
8
8
2
0

［
］
指

編

み

と

手

芸

講

習

会

５

月

１

日

米

・
９９一
日

米

、

６

月

５

日

米

・
1
9
日

米

、

７

月

３

日

米

午

後

１

時

～

３

時

〔
全

五

回

〕
　

会

場
健

康

福

祉

会

館

ヱ

れ

あ

い
2
2
）
　

対

象

障

害

の

あ

る

人

ま

た

は

六

十

五

歳

以

上

の
人

定

蕀

无
着

三

十

人
　

費

用

無

料

（
材

料

費

実

費

）

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

創
松

の

実

の

会

・

秋

元

登

囲
3
6
2・
6
4
7
5

へ

（
午

後

８

時

～

９

時
3
0
分

）

【
】
初

級

登

山

教

室

５

月
1
7
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行政情報

新 規 購 入 視 聴 覚 教 材 を 貸 し 出 し ま す

松 戸 市事剋|恵覚 ラ イ ブラ リ ーで 新規 ビ デ

オフ ィル ム を14 本 購 入 し ま した。映 画 会

・講 演会 等 で利 用 し て くだ さい 。

なお 、貸 し出 しにつ い て は団 体 （子 ど

も会 ・町 会 ・学 校 ・ サ ー クル等 ） の みの

受 け付 けに なり ます。

貸出 教材 ① 学 び座 ～ ソ ーラ ンの 歌 が聞

こ え る（家庭 教 育 ）② お 母 さ んの 仕 事（家

庭 生 活） ③ 家族 （青年 問 題）④ バ ー スデ

ィレ ス トラ ン （社 会同 和 ）⑤ メ ール （社

会 同 和 ） ⑤ 結 婚 （社 会 同 和 ） ⑦ は と よ

ひ ろ し まの 空 を （平 和 問 題） ⑧－ つ の 花

（ア ニ 刈 ⑨ チ ョ ツ ちゃ ん物 語 （ア ニ 刈

⑩ き まり の ない く に （ア ニ メ） ⑩こ こ ろ

の 交 響 曲〔シン フ ォニ ー〕（アニ メ） ⑩ お

ば捨 て山 の 月 （ア ニ メ） ⑩手 ぶくろ を買

い に （ア ニ メ） ⑩ ま ちに 出 よう ボ ラン テ

ィア学 習 （その 他 ） 費 用 無 料

圖 社 会 教育 課c366  ―7462

｢ 地域教育 セミナ ー｣ 講座 企画実行

委員を募集 ！～ 身近 な地域の教育に

関する講座を開 こう～

5月8日～6月5日の毎週木曜〔全5回〕午

前10時～正午 会場女|生センターゆうま

つど　内容地域・教育・人間関係・子育

て・人権等のテーマについて話し合い、

講座として学習するための内容を決める

定員先着10人　費用無料

※保育あり(1 歳10ヵ月以上、定員8人。

おやつ代1回200円)

圃電話で青少年会館登344  - 8556へ

愛の 献血（松戸市献血推進協議会）

4月25日脂午前10時～11時45 分、午後

1時～4時　会場伊勢丹松戸店前

固保健福祉課c366-7487

松戸少年少女発明 クラブ会員を募集

基本コース＝毎週土曜日午後2時30 分

～4時30分　アイデアコース＝毎週日曜

日午前10時～正午　会場文化ホール　対

象小学3年生～中学3年生 費用年5,000円

（入会金ない

圃4 月25日廊までに、各小中学校または

文化ホールにある申込書を郵送で､〒271

-0092 松戸市松戸1307の1松戸ビルヂン

グ4階文化ホール内　松戸市少年少女発

明クラブ（阿部:a04  - 7173 -7047) へ

青少年会館トレーニング機器操作講

習会

4月20日(日)午前10時～正午 会場青少

年会館樋野口分館　対象16 歳以上の人

持ち物運動着・上履き　費用無料

圃当日会場で

圈青少年会館W344-8556

千葉県調理師試験

7月24日困　 試験会場幕張メッセ（千

葉市） 願書提出期間5月19日（月卜21 日㈲

午前10 時～午後4 時　 提出先県内在住

者＝住所地の管轄保健所、県外在住者＝

千葉県庁

奈受験願書は5月16 日㈲まで、保健所で

配布しています。

匝松戸保健所地域指導課登361-2121

老 人 医 療 費 （69 歳 ）助 成 制 度 が4 月

か ら 変 わ り ま し た

老 人 医療 費 （69 歳） 助成 制 度 は通 院 ま

た は入 院 し た際 に 支払 っ た医 療 費 か ら 、

老 人保 健 法 によ る一 部 負担 金（１割 負 担）

を差 し引 い た金 額 を助 成 する 制度 で す。

今 ま で は69 歳 の 人で 本 人の 前年 度 年 間

所 得 が老 齢福 祉 年 金 支 給 停 止 額 の1.5 倍

以 下 の 人 を対 象 と して い ま した が 、平 成

15年４月2日以 降に69 歳 に到 達 する 人 から

前 年 度 収 入 額 が生 活 保 護 基 準 の1.2 倍 以

内 の世帯 に属 する 人（介 護保 険料 助 成制 度 。

対 象者 と同様 の 基準 ）へ と変 わり ま した。

なお 、認 定 の申 請 を さ れる 人 は、満69

歳 に到 達 する 月 の15 日 以 降 にお問 い 合 せ

の上 、来 庁 し て くだ さい 。

圖 高齢 者福 祉 課S366-7346

寄附募集をされる皆さん へ

10月1日㈲から、寄附募集をする場合、

市の許可が不要となります。

なお訓O 月以前の寄附募集については

今までどおり許可が必要となりますので、

必ず許可を受けてください。

また、寄附そのものは､「善意による金

員の提供」であり、決して強制・強要さ

れるものではありませんので、この趣旨

を十分ご理解のうえ、健全な募金活動を

されるようお願いします。

固 総務企画本部総務課総務係登366-

7305

ハロー・サポートセンター

圖市民活動サポートセンターc368-1814

当センターは、市民と行政が共に考え、共に汗を流す新しい時代のパートナ

ーシップの構築に向けた取り組みの一環としてJ ボランティアやＮＰＯ等の市

民活動を推進することを目的に設置された施設です。

今後、このコラムではそうした目的からさまざまな情報を発信する予定です。

第1弾として、新しい公共サービスの担い手と期待されるさまざまな市民活動の

うち、市内に主たる事務所を置いて活動しているＮＰＯ（特定非営利活動）法

人をシリーズで紹介します（掲載はＮＰＯ法人認証順です）。

高齢者・障害者およびその家族の人々に対

して、心身の健康保持と日常生活の自立支援

ができるよう情報提供を行うとともに、行政

一民間 一ボランティアとの協働体制を確立し 、

福祉の増進に寄与する「福祉のデパート」を

目指しています。

主な事業…福祉ニュースの発行、松戸いきい

き福祉フェアの開催、講演会・例会の開催等

代表者…理事長・椎名憲一

住所…本町20 の10 ル・シーナビルワ階

Ha330 ―3∠15〔〕wi362 1231
松戸いきいき福祉フェア

国民年金制度には、所得が少ない場合や失業して納付が困難な場合、申請に

よって保険料を免除される制度があります（本人・配偶者および世帯主全ての

前年所得が一定の基準以下の場合）。

なお、免除の対象となる期間は、申請をした日の前月から翌年6月までです。

また、前年度に免除が承認されている人で、引き続き免除を希望される人は、

7月1日㈲から8月29 日銜までに、国民年金課または各支所で申請手続きをして

ください（申請手続きは、代理人も可）。

申請に必要なもの‥･①年金手帳または基礎年金番号の分かるもの（納付書等）

②1月２日以降に他の市町村から転入した人は、所得証明書等（失業者の場合は、

雇用保険受給資格証または離職票の写し）③認印

※他に半額免除の制度がありますので、窓口でご相談ください。

学生 納付特例

学生には､納付特1列の制度があります（本人の前年所得が68万円以下の場合）。

申請により保険料の納付が猶予されます。対象となる期間は、申請した日の前

月から翌年3月までです。

なお、前年度に学生納付特例が承認されている人で、本年も引き続き納付特

例を希望される人も申請が必要となります。5月30日廊までに国民年金課また

は各支所で申請手続きをしてください（申請手続きは、代理人も可）。

申請に必要なもの…①年金手帳または基礎年金番号の分かるもの（納付書等）

堕岸生証または在学証明書の写し③認印

※市のホームページから申請用紙をダウンロードできます。

hltp:/yｗｗｗ.intership.ｎｅ.jpf mcity/matsudo/life/koku.nen/k3.htm

圖国民年金課c366 ―7352

住民票お渡し所 （出前取扱店 ）がお

休みします

高塚団地入口「石橋商店（酒店）」が

店舗改修工事により、当分の間お休みと

なります。

圖東部支所登392  - 3061

ミ ニ リ サ イ ク ル プ ラ ザ 再 生 木 製 品 展

示 ・販 売

ま だ使 え る木 製 粗大 ご み を再生 ・展示

し、 希望 者 に販 売 し てい ま す。

受 付 期 間4 月28 日(月)～6 月９日(月)の 午 前

10 時 ～午 後4 時( 土 ・ 日曜 日 、祝 日 を 除

く。6 月９日㈲ は午 前11 時 ま で) 会 場 和

名 ケ谷 クリ ーン セ ン タ ー内ミ ニ リ サイ ク

ル プ ラザ( 松 戸 市 再生 品 展示 場) 抽 選

会6 月９日(月)午前11 時 か ら 引 取 期間 抽 選

会後 から6 月19 日困 の 間 の指 定 時間 内

※ 詳細 は 市ホ ームペ ージ でも 見 ら れま す

(htlp://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp厂mcity/

matsudo/gomi/saisei/) 。

圖 ミ ニ リ サ イ ク ルプ ラ ザO392-3051 、

環境 業 務課1!5366-7332

第50 回シティー・ミニコンサ ード

4月16日㈲午後O時15 分～O時45分　会

場市役所1階連絡通路 内容井上悛順( フ

ァゴット)、徳川眞弓(ピアノ)による｢シ

チリアーノ｣( フォーレ) ほかを演奏　費

用無料

奈生の演奏をお子さんと同伴で気軽にお

楽しみください。

固ﾈ土会教育課Q366 ―7462

パート看護師・保健師を募集

対象看護師有資格者　業務内容検診・

健診業務等

※市内の医療機関に勤務している人はご

遠慮ください。

固保健福祉課保健係£5366 ― 7486

松戸駅 市民ギ ャラリーの利用受け付

けと説明会

4月23日(劼午後6時から　会場京葉ガス

Ｆ松戸ビル6階会議室　内容7 月４日窗～

10月９日困の利用分　持ち物筆記用具・

印鑑

※空きがあれば、４月24日困 から電話で

受け付けます。

圜社会教育課市民文化係0366-7462

住宅リフォーム相談 と市民講座

4月19日比午前10時～午後4時＝住宅リ

フォーム相談、午後2時～3時一市民講座

会場六実市民センター　内容リフォーム

のポイントとバリアフリー住宅　講師松

戸住宅リフォーム相談員　費用無料

圃当日会場で

固松戸住宅リフォーム相談員協議会昔

361 -95∠t5

手賀沼・印旛沼・根木名川圏域流域

懇談会の結果公開

地域の皆さんのご意見を反映した河川

整備計画を策定するため「第3回手賀沼

・印旛沼・根木名川圉域流域懇談会j の

手賀沼部会が3月19日に開催されました。

その資料と議事要旨を公開します。

閲覧期間5月16日銜まで（土・日曜日、

祝日を除く） 閲覧会場県都市河川課・

東葛飾土木事務所・市河川清流課（市役

所別館2階）

圈千葉県都市河川課登043  -223 - 3156

ひったくりに遭っている被害者の全

てが女性で､うち約9割が主婦もしくは

お年寄りです。

買い物帰りや、銀行帰りに被害に遭

うケースがほとんどです。現金・貴重

品は、自転車の前カゴにおかないで、

必ず身につけるようにしましょう。

厘松戸警察署S369-0110 、松戸東警

察署容349-0110 、市安全課Q366  ―

7341

松 戸 市 汚 水 適 正 処 理 構 想 の 見 直 し（案）

の 縦 覧

平 成８年 度 に 県 内 各 市町 村 の 構想 を基

に策 定 さ れた 「千 葉 県全 県 域汚 水 適正 処

理 構 想」 の 見直 し作業 に 伴 い 、本 市 の汚

水処 理方 式 につ い て 県 が策 定 し た基 準に

基 づ き検 証 し た結 果 、江 戸 川の 河 川敷 と

八柱 霊 園 を除 く全域 を公 共下 水 道 で処 理

する 事 が望 ましい と判 定 し ま し た。

こ の 松戸 市汚 水 滴7F7処 理 構想 （案） に

つ い て下 記 の とお り縦 覧 し ま す。

縦覧 期 間4 月15 日 ㈹～28 日（月）午 前9 時 ～

午 後5 時 （土 ・日 曜 日 を除 く） 縦覧 場 所

下 水 道計 画 課 （市 役所 別 館4 階 ）

固 下 水 道 計画 課 登366  - 7361

地域版には、支所等を通してさまざまな情報が寄せられています。

今号から、「地域ニュース」を2 ・3面にまとめ 、地域全体にわたる活発な市民

活動を、一目で見られるよう匸し ました。

また､4 面にコラム「ハロー・サポートセンター」を連載します。

綴広報課登366- 「7320

インフォメーション

地域版の紙面を刷新しました

informat
ion

ひつたくりにご用心!!

～応援します市民活動～

ＮＰＯ法人｢松戸福祉サービス振興会｣Vol.1

国民年金保険料の免除・納付特例制度


